























































































































































































































































 茂 木 仁 兵 衛
                        明治二年二月二十三日生
　　　　　　百三十九番地
 野  間  喜  七
                        安政四年七月十九日生
　　　　　　百五拾番地
 加 藤 柯 一 郎
                        明治七年十二月十三日生
　　　　　　　八拾七番地
 鈴　 木　 桂　 三
                        明治七年十月十四日生
　　　　　　百九番地
 石　 □　 万　 吉
                        安政三年四月十二日生
　　　　　　百四十九番地
 町 田 峯 五 郎
                        文久元年九月十日生
　　　　　　百四十六番地
 町 田 長 次 郎
                        明治七年二月三日生
　　　　　　百番地
 町 田 喜 太 郎
                        明治二年十月二日生
　　　　　　百二番地
 小 沢 浦 蔵
                        明治七年二月十日生
　　　　　　百三十番地
 加 藤 留 五 郎




 森 田 銀 蔵
                        安政二年十一月十六日生
　　　　　　百　　　番地
 茂 木 和 蔵
                        明治六年十一月十六日生
　　　　　　百四十六番地寄留
 市 川 茂 三 郎
                        嘉永五年三月廿日生
　　　　　　百六十六番地
 水 野 忠 七
                        安政三年七月廿三日生
　　　　　　百四拾番地
 安 河 喜 八
                        文久二年四月十二日生
　　　　　　百三十六番地






　　　　　　　二月三日　　　　　蛭間　喜七   朱印
　　北埼玉郡高柳村長遠井四郎治殿
この「旅行届」では、同じ北埼玉郡高柳村（現在の埼玉県加須市上高柳・下高柳）に居住する
15名の他に、同村に長期の寄留をなしていた市川茂三郎も伊勢参宮に同行している点であり、長
期寄留していた高柳村を通して「旅行届」を提出し、同行16名にて伊勢参宮の旅行に出かけたで
あろうことが判明する。
この史料５で特に留意すべきは、明治政府は明治14年12月６日の布達19）により「旅行届」の
提出と「旅行証」の発行を廃止する。その法令の施行は翌年の明治15年１月１日である。にもか
かわらず、埼玉県においては以後も「旅行届」の提出が継続されていた可能性が高いことを史料
５は示している。史料５の「旅行届」の提出に基づいて、従来のように「旅行証」が発行された
か否かは不明である。　　
明治政府が発令した中央法令の上での法的根拠はなくなるが、他の府県においても、埼玉県と
同様に、法的根拠がなくなる明治15年以後も、引き続いて「旅行届」が戸長役場に提出され、そ
れに基づいて「旅行証」が発行され続けた可能性が残されている。
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なお、東京府では明治12年11月、京都府では明治14年４月、山口県では戸籍法が改正される明
治19年まで「旅行届」が提出され続けていたことが、すでに、奥氏によって指摘されている20）。
写真５は、授業の教材として古書店から入手した三重県で作成・発行された「旅行証」20枚21）
のうちの一枚である。「旅行証」のうちの一枚と記したのは、個人が単独で「旅行届」を提出し、
許可を得て携行した通常の「旅行証」ではなく、20名が申請し、明治12年９月27日付で同時に発
行された事例である。この点は、上記の史料５で述べた16名が同時に申請して伊勢参宮の旅行に
出かけたと想定される高柳村の事例と同じであると考えられよう。
史料６　明治12年　三重県河曲郡の「旅行証」
　　　旅 行 証
　三重県伊勢国河曲郡
　高岡村百拾八番屋敷平民
　　　父文蔵長男
　第五号　大泉源九郎
　　　　　 慶応ニ丙寅十月廿二日生
　　右
　明治十二年九月廿七日　戸長役場　朱印
三重県のほぼ中央に位置する河曲郡高岡村（現在の一志郡一志町）に居住していた20名の男性
が、一括して戸長役場に「旅行届」を提出して許可され、20枚の「旅行証」が９月27日の同日の
写真５　三重県河曲郡高岡村の「旅行証」
明治期の「旅行届」と「旅行証」の実態に関する基礎的研究
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日付にて発行されたものと想定される。　　　　
同時に申請・許可・発行された20枚の「旅行証」は、縦16cm・横11cmの大きさであり、現在
においてもきれいな状態で20枚がまとめて残されている。20枚まとめて、「旅行証御持物」と記
載された幅1.3mmの帯封が付いたきれいなままである。男性20名の同行にて計画された旅行の行
き先はもとより、この旅行が実施されたのか、何らかの理由にて中止されたのか、その具体的な
状況も不明とする他はない。同一の村から同時に20名もの男性が他出する旅行としては、史料５
の高柳村の事例と同様に、伊勢参宮などの可能性が高いと想定されようか。
おわりに
本稿は、明治期に提出・発行されていた「旅行届」と「旅行証」に関して、水口氏と奥氏の先行
論文に学びながら、筆者が調査しえた史料の紹介も兼ねて基礎的な検討をおこなったものである。
明治期の旅行に際して提出・発行された「旅行届」と「旅行証」については、府県ごとに提出・
発行された多様な実態に関して、関連史料を蓄積する初期の研究の状況にある。未だ結論とすべ
きものを記載できる段階にはなく、判明したささやかな成果と今後の課題を記しておきたい。
明治２年に明治政府により全国の関所は廃止されたが、人々の旅行と移動が自由になった訳で
はなく、明治前期を中心として、明治政府が明治４年に発した戸籍法令に基づいて戸長役場に
「旅行届」を提出し、許可された場合には、人名・住所・職分などが記載された「旅行証（鑑札）」
が発行され、人々は旅行に出かけることが可能であった。この場合の旅行とは、90日未満の短期
間の移動を差し、90日以上の長期に及ぶ場合は「寄留」として区別がなされていた。
本稿では、管見しえた「旅行届」と「旅行証」を紹介した。史料２は群馬県の多胡郡から千葉
県の成田山への寺社参詣の「旅行証」、史料４は埼玉県の北埼玉郡から群馬県碓氷郡の磯部温泉
への病気療養の「旅行証」であり、史料５は同じく埼玉県の北埼玉郡から16名の者が同行しての
伊勢参宮の旅行に際して提出された「旅行届」である。
これらの事例の他に、写真３として紹介した新潟県魚沼郡の事例においては、同じ戸長役場が
発行した「旅行証」も、作成年次により、その大きさ・紙質はもとより、記載方法や戸長役場の
捺印も多様であった。今後は、北海道や沖縄県をはじめとして、全国の府県で提出・発行された
多様な「旅行届」と「旅行証」とその関連史料の収集・比較検討をおこなう必要がある。
ただし、提出された「旅行届」が全て許可された訳ではなく、史料３の事例のように、旅行を
希望している本人の借財などの諸理由により、「旅行証」の発行が許可されなかった事例も散見
される。
明治政府が発した法令上は、明治15年１月より「旅行届」の提出と、それに基づいた「旅行証」
の発行・携行は廃止されるが、史料５として紹介したように、現実には、埼玉県下では明治33年
に下ってもなお、伊勢参宮に際しての「旅行届」が作成・提出されている。どの時期まで、各府
県において実際に「旅行届」が提出され、それに基づいて許可された「旅行証」の発行がなされ
ていたのか、さらに関連史料の博捜を続けたいと念じている。
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付記　　埼玉県立文書館の職員の皆様には、史料の閲覧・撮影・掲載許可に関しまして、特段の
ご配慮をいただきました。なお、「旅行届」の読みに際し、史学科教授の井川克彦先生に
多くのご助言をいただきました。記して、感謝申し上げます。
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